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天竜ラボの活動や
学校行事を日々更新していきます。

天竜高等学校地域協働室の活動内容や
日々の出来事をfacebookでお伝えします。
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遠州鉄道新浜松駅より西鹿島行きに乗車し西鹿島下車。
遠鉄遠州バス山東行きへ乗車し車道バス停にて下車。
徒歩3分にて天竜高校着。（新浜松駅より約50分）
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学校全体での取組事例

２年生総合的な探究の時間で、浜松学院大学や天竜厚生会との協働
事業として、観光ガイドアプリ「IKOTTO」の開発や「ちょっと大人の
マドレーヌ」の考案・販売を行っています。その他の授業でも地域の方を
講師にお招きしたり、中山間地域を対象としたフィールドワークを行っ
たりしています。

TENRYU
静岡県立天竜高等学校

地域と一体化する高校　天竜ラボの取り組みVol .2

この取り組みは静岡県「オンリーワン・ハイスクール」事業の一環です



地域の方々と地域の魅力や課題を再
認識し、天竜の未来について意見交換
を行っています。
2022年12月時点で６回開催しました。
継続することで、多くの地域の人に参加
していただけるようになりました。

道の駅くんま水車の里と連携し、2021年
には、ピザ味と鹿肉味、2022年にはポテチ
味と抹茶チョコ味の五平餅を制作・販売
しました。毎回120本の限定で販売して
います。高校生の作った新しい味が珍し
いと好評です。

天竜区で愛されている五平餅を区内外の
人に伝えるために五平餅のパンフレットを
作成しています。2023年2月には、Vol.2を
発行しました。天竜区内の五平餅店を取材
して、それぞれの店舗、店主の方の紹介を
しています。また五平餅に合うお茶の紹介
もしています。

長野県下伊那郡天龍村を訪問しました。天龍
村は、天竜区と隣接する地域です。天竜区と
の比較調査を行ったり、天龍村役場の方々や
地域おこし協力隊、村松久一さんのお話を聞
いたりしました。天龍村と天竜区は地域の魅
力や課題がとても似ていたのが印象的でした。

日ごろから天竜高等学校に御支援をいただいている地域の皆様、保護者の皆様をはじめ、

本校の取組をお支えいただいているすべての皆様に厚く御礼申し上げます。

新型コロナウイルス感染症による制限のある状況の中、天竜ラボで活動する生徒たちは、地元天竜の

魅力を発掘するとともに、地域の課題に誠実に向き合い取り組んでいます。今後とも天竜ラボの

活動に御理解と御協力を賜りますようお願いいたします。

静岡県立天竜高等学校　校長

天竜Lab.（天竜ラボ）は、学校から離れ、地域で、地域の人と、地域のことを考える拠点として、2021年

2月有志生徒4人によって設立されました。高校生として地域のことを自分事として捉え、天竜の魅力を

再発見し、天竜の社会課題を楽しみながら解決していくことを目的としています。

設立当初から、天竜デザイン事務所の圡田哲也さんには本校の地域協働コーディネーターとして、

天竜ラボの活動協力をお願いしています。

現在取り組んでいることは次の４つです。

天竜ラボの活動

学校長から

天竜ラボの取り組み（一部）

将来的には、天竜区に住む中学生や小学生、地域の皆さんと一緒に天竜区の未来を考えていきたいです。

天竜高等学校は、令和3年度から静岡県教育委員会が実施する「オンリーワン・ハイスクール」事業の

フューチャー・ハイスクールに指定されています。天竜Lab.（天竜ラボ）の活動は、この事業の一環です。

(1)「天竜の未来を考える若者会議」の計画と運営（2022年度は3回実施）

(2)五平餅や天竜茶の調査と魅力の発信（『GOHEIMOCHI』発行）

(3)新作五平餅の考案と製作・販売（道の駅くんま水車の里での販売）

(4)近隣地域との比較研究（天竜区佐久間地域、長野県天龍村訪問）

天竜の未来を考える若者会議 新作五平餅制作・販売

五平餅冊子『GOHEIMOCHI』発行 長野県天龍村フィールドワーク



天竜ラボの活動は、地域の方々とともに、天竜の魅力を見つけて広めていくものです。

高校2年時、教
室の廊下。ヨシ
ハルが言う。
「お前、頷く（同
調する）のが上
手いな。」
私が老境に入っ
ても、ふと思い

天竜ラボの皆
さんには、これ
からも地域に
入って行く活
動をして頂き
たいと思って
おります。
もっと他の

天竜ラボの皆
さんには、これ
からも天竜の
素晴らしい自
然と人に関心
を持ち、その
魅力を発信し
続けて頂きた

高齢化が進んで
いる商店が多い
中に若い感性&
息吹を吹き込ん
で頂く活動を継
続してほしいと
思います。
天竜ラボのパワー

クローバー通り商店会 森のマルシェきころ

活動メンバーから

天竜ラボへの期待

地域の方から天竜ラボへの期待

地域協働コーディネーター

圡田 哲也

天竜ラボの活動を続けるうちに、天竜にたくさんの魅力が隠れている
ことに気がつきました。
そして、想像以上に可能性に満ちた地域であると分かり嬉しく思いま
した。一方で、この魅力的な天竜の姿を知らないという人はたくさん
いると思います。これからはより多くの人たちにこの天竜の姿を発信し、
天竜のことを好きになってもらえるように頑張っていきます。

天竜ラボの活動は、地域の方々とともに、天竜の魅力を見つけて広め
ていくものです。日々の学校生活では経験できない事がたくさんあり、
一つ一つの活動が私たちを成長させてくれます。
新しい発見や気付くことが多く、とても良い経験になっています。天竜区は、
自然が豊かで、人々が温かいなど、伝えきれないほど多くの魅力があります。
天竜区の魅力をもっと幅広い人に伝えられるよう頑張ります。

１年　馬淵  百佳

1年　若松  大真

で各店舗の良さや改良点等を可視化
しアピールすべき所等を店側の方と
共に掘り出し、消費者に伝える事が
出来たら素晴らしいと思います。
ご協力をお願い申し上げます。

会長 渥美 芳弘

くんま水車の里 髙橋 薫

理事長　池田勝臣

天竜商工会

事務局長　島 明男

出す、他者に合わせようとする頃を。その
言葉をきっかけに「待てよ。」と一呼吸置
いて自分の意見を考えるようになった。
かえって他者と話す機会が増え、関係性が
深まったのではないか?!頑張れ天竜ラボ！
地域に聞け！地域を知ろう！地域に
若い声を！

いと思います。そしてそんな皆さんの
新しい目線が、何十年も先まで続く持続
可能な魅力に繋がるのだと思います。
天竜区が皆さんの活躍により「住む人」
も「来る人」も心が豊かになり、笑顔と
元気で溢れる地域になることを期待し
ています。

地域の方にも天竜の魅力が伝わり、ここ
天竜が住みよく明るく、元気が溢れる
地域になって欲しいと思っております。
皆さんには、地域との関わりを大切に、
天竜の魅力を伝えて行く活動をこれか
らも、行っていってください。私たちは
皆さんの活動を応援しています。

天竜ラボの活動は、地域の課題を解決するために生徒たちが主体
となって取り組むことで、地域の人々との交流や協力関係を深め、
街の発展に貢献することも目的としています。 この活動によって、
生徒たちは自らの手で地域をよくすることができるという自信や
責任感、協調性などの社会的スキルを身につけることができます。
また、地域の課題を知り、解決するための発想力や創造力、問題解
決能力なども身につけることができます。 
地域の人々にとっても、生徒たちが取り組む姿勢や成果に対して、
感謝の気持ちを持ち、地域に対して更に愛着を持つキッカケにな
ると期待しています。 
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第27回静岡健康・長寿学術フォーラム発表資料
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7P 8P

地域のために何かできないか。この思いから

始めた天竜ラボの活動で、私たちはさまざま

な経験をしました。

例えば、天竜の未来を考える若者会議や

オリジナル五平餅の製作などの活動をおこ

ない、地域の方々と継続して、地域について

楽しく考えることができました。また、地域の

方々と交流をするなかで、そのあたたかさに

触れると同時に、親睦を深められました。

その結果、活動を始める前よりも、地域に

対する関心や愛着が深まったと感じます。

また、地域の方々の話を理解し、自らの意見を伝えるコミュニケーション能力や、地域についてさ

まざまな角度から考える力なども高められたと思います。今後も、高校生が活動することで、

高校生自身や、地域住民の方々などに、地域への関心を深めてもらえるといいなと思います。

日ごろ、区政の推進にご支援、ご協力をいただき誠にありがと

うございます。昨今の少子高齢化や地域のつながりの減少等に

より発生する様々な課題を解決するためには、学校と地域、

行政が協働することが必要です。こうした中、天竜高校の皆さん

が「天竜ラボ」を設立し、地域の方々と関わりを持ちながら、

課題解決に取り組み、天竜区の魅力を再発見し、明るく笑顔

あふれる地域にしようと奮闘されていることは頼もしい限りです。

次代を担う皆さんが地域社会の一員として「若い力、若い視点」

で行動することにより地域ネットワークが形成され、天竜区なら

ではの新しい価値を創造し、地域の魅力を高めていくことが、

安定して定住できるまちづくりにも繋がるものと思います。

皆さんには高校生ならではのアイデアでどんどん天竜区の

魅力を発信していただくことを期待しております。

今、全国の中山間地域では、人口減少下にもかかわらず、住民

や移住者、そして関係人口などの多彩なプレイヤーとごちゃまぜ

に活動して、地域課題の解決にも取り組む「にぎやかな過疎」と

呼ばれる地域が生まれています。 

そのプレイヤーには高校生もなり得ますが、その典型的挑戦が

天竜高校・天竜ラボだと言えます。五平餅パンフづくりはもちろん、

若者会議に参加して、世代や出身が異なる人々と意見を交わす

こと自体に意味があります。しかも注目すべきは、「学校や高校生

がハブとなって、地域の井戸端会議的なおしゃべりの場を作って

いく」という方向性を見いだしていることでした。これこそが、

にぎやかな過疎形成には最も必要な要素に他なりません。 

天竜地域をますます「にぎやかな過疎」に変えていく一員として、

これからもごちゃまぜになって活動されることを期待しています。

明治大学農学部

天竜区役所

先輩からのメッセージ 天竜区長からのメッセージ

最初は、地域に関心をあまり持たなかった

私達が、地域の郷土料理である五平餅を

企画のスタートラインとして活動してきた

結果、多くの地域の魅力に触れ合うことが

出来ました。活動の幅が広がり、地区内だけ

でなく、地区外でも私達の活動を知っても

らい、認知度を高めることが出来ました。

そのため、今では、若者会議等の活動を

通して、より地域に愛着や興味を持つ人が

増えてきています。後輩達には、高校生なら

ではの奇想天外なアイデアをどんどん出し

ていくのと同時に、自分達が築き上げてきた

先輩からのメッセージ 小田切徳美教授からのメッセージ

今までの活動をさらに発展・向上させて、より良いものにしてくれると期待しています。そして、

これからも地域交流を広げていってほしいです。

「にぎやかな過疎」形成を目指せ

小田切 徳美 教授

区長 袴田雄三


